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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値 58.2

回

計画値

実績値
単位

計画値

名称

補足

市内産県内産の食材を多く使用した「かめやまっ子給食」の提供
実施回数

「かめやまっ子給食」の実施回数

学校給食研修会の実施回数

夏季と冬季の学校給食の新メニューの調理実習や食育・衛生管
理・アレルギー対応等に関する研修回数

「かめやまっ子給食」の地産地消率

「かめやまっ子給食」実施日における市内産・県内産の食材の地
産地消率 単位 ％

③
計画値

④

名称

補足

２８年度

20
回

4

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 学校教育室長　中原   博

目
的

概
要

（１）市内・県内産の食材を多用した「かめやまっ子給食」の提供（市内自校方式、センター方式の実施校）
（２）「かめやまっ子給食」を中心とするメニュー開発
（３）安心・安全な学校給食と食育推進に係る研修の実施

学校給食における地産地消を推進し、学校給食の充実を図る。

２７年度

総コスト 3,341

一般財源 323 284

3,034 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
  市内の生産者や流通業者等との定期的な協議を行い、「かめやまっ子給食」を年20回実施し、地産地消を推進するこ
とができた。
  学校給食研修会において、新メニューである「あんかけラーメン」などの大量調理実習を行い、作業工程や衛生管理
について再確認を行った。平成２８年度より新たな定番メニューとする予定である。

Ａ
順調に進んだ

市内でとれる季節の地元野菜をさらに生かしていくためにも、食材の組み合わせや新たなメニューの開発を進め、さらなる活用を広げ
ていく必要がある。

　「かめやまっ子給食」はこれまでの取り組みにより、子どもたちには親しみのあるたのしみな献立となっている。また、地場産物の活用
は、旬の時期や採れる作物の種類に限りがあるものの、納入業者や生産者との調整・協力により活用が推進されている。今後も内容
の充実を図るとともに、保護者への食育だより・給食だよりを通して、「かめやまっ子給食」や「地場産物」のよさを啓発していく。また、
生産者との交流を密にし、季節にあった食材の情報を収集し、新たなメニューの開発や食育の充実を図っていきたい。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 3,034

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・「かめやまっ子給食」  ２０回実施
・夏季・冬季の調理実習  ２回実施
・食育及び衛生管理に関する研修会  ２回実施

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 23 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.40

人
件
費

総人件費 3,034
事業費 323 307 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 小中学校の児童生徒及び食育の推進にかかわる教職員

③
指
標

施策の方向 03:学力・体力の向上と豊かな心を育む教育の推進 項 保健体育費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 学校給食費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計

基本施策 01:子どもたちの学びと健全育成 款 教育費

単位

Ｈ27(標準事業)

①
基
本
事
項

事業コード 事業名 部名 教育委員会事務局
19273-1 地場農畜産物利用推進事業 室名 学校教育室


